
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
所望線径に伸線した極細線を、相対向するキャプスタン間に複数回懸走し、各独立しそれ
ぞれに超音波振動子を備えた複数の洗浄槽を前記キャプスタン間を走行する極細線毎に設
けると共に、前記複数の洗浄槽に対応して乾燥機を設け、各キャプスタン間を走行する極
細線毎に前記各独立した洗浄槽内の洗浄液中を浸漬走行して洗浄し前記乾燥機によって乾
燥 したことを特徴とする極細線の洗浄方法。
【請求項２】
相対向して設けられ所望線径に伸線した極細線を懸架する２つのキャプスタンと、前記２
つのキャプスタン間に懸架される前記極細線のそれぞれに対応して設けられ該極細線を洗
浄する洗浄液が収納された洗浄槽と、前記洗浄槽内に設けられ走行する前記極細線を前記
洗浄液中に案内する案内キャプスタンと、前記洗浄槽内に設けられ前記洗浄液中を走行す
る前記極細線に対向して設けられる超音波振動子と、前記洗浄槽の前記極細線の送出近傍
に設け前記洗浄槽から走行してくる前記極細線の表面を乾燥する乾燥機とからなる極細線
の洗浄装置。
【請求項３】
前記超音波振動子は、相隣接する洗浄槽において、極細線との対向する位置を違えて設け
たものである請求項２に記載の極細線の洗浄装置。
【請求項４】
前記超音波振動子は、相隣接する洗浄槽において、１８０°の位相差をもって設けたもの
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である請求項３に記載の極細線の洗浄装置。
【請求項５】
前記乾燥機は、前記極細線が前記各洗浄槽を出た直後に設けたものである請求項２、３又
は４に記載の極細線の洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＩＣやトランジスタのワイヤボンディングに使用される金、アルミニウム、銅
等の極細線の表面の汚れを洗い落とす極細線の洗浄方法に係り、特に極細線の伸線工程で
付着する潤滑油を極細線の全周にわたって洗浄できる極細線の洗浄方法及び極細線の洗浄
装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、素線から線引きされ複数回に亘って伸線されて所望線径の極細線を得るには、油
性や水性の潤滑油の中に設置された数個のダイスを通しながら順次小径の細線に加工し所
望線径の極細線に成形する。このため、加工された極細線の表面には、油性や水性の潤滑
油が付着している。この表面に付着した潤滑油は、次工程や使用の時に支障となるため、
極細線の表面から除去しておくことが必要である。
【０００３】
このような極細線の表面に付着した潤滑油等の付着油の除去は、付着油が時間の経過と共
に変質して固化してしまい困難となるため、線引き加工後（所望線径に成形後）できるだ
け早く洗浄することが望ましい。しかし、伸線工程の直後に洗浄工程で、複数個の超音波
振動子を備えた水槽中を通過させて極細線の洗浄を行おうとすると、洗浄し易い極細線の
線速（例えば、５０ｍ／分）と線引き加工時の線速（例えば、１００ｍ／分）とが異なる
ため、一般的には線引き工程後線引きとは別個の洗浄工程によって行われていた。
【０００４】
そこで、最近、特開平５－１３８２４４号公報に示す如き、極細線線引き手段で極細線を
縮径させた後、縮径させた極細線を、極細線を巻き取る過程で、水洗スプレーで洗浄する
方法が提案されている。特開平５－１３８２４４号公報に示される極細線線引き装置１は
、図４に示す如き構成を有している。すなわち、潤滑油糟２中には、ダイスホルダ３に着
脱可能に支持された複数のダイス４が配置されており、このダイスホルダ３の両側にはキ
ャプスタン５、６が配置されている。このダイス４は、それぞれの内径が徐々に小さくな
る順で配置されており、極細線７は、２つのキャプスタン５、６のまわりに交互に掛けら
れた状態で、個々のダイス４が順に通されて巻取りスプール８に巻き取られるようになっ
ている。このキャプスタン５、６は、極細線７を駆動するために巻取りスプール８で巻き
取られる線速よりわずかに早い周速で回転させられている。
【０００５】
そして、最終段のダイス４を通過した極細線７は、プーリ９、１０に案内されて巻取られ
るが、プーリ９、１０の間を移動中、超音波振動器１５によって駆動する超音波振動子を
内蔵する水洗スプレー１１によって与えられる水膜によって洗浄され、水洗スプレー１１
で使用した若干の油を含む水（水洗スプレーではポンプ１２で水を循環して使用するため
に若干の油を含む）を除去するために、水洗シャワースプレー１３で洗浄され、次に空気
ノズル１４で水切りされる。なお、１６、１７は、それぞれ、使用した水を回収するため
の容器である。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような従来の洗浄方法にあっては、前者の方法では、別途洗浄工程を
設けて、複数個の超音波振動子を備えた水槽中に極細線を通過することにより行われてい
たが、洗浄液が汚染されやすいという問題点を有している。また、後者の方法では、水洗
スプレー及び水洗シャワーが設置された面は洗浄されるが、反対面は洗浄されにくいとい
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う問題点を有していた。
【０００７】
本発明の目的は、伸線工程において極細線の表面に付着した水溶性潤滑油を全周方向にお
いて除去することができ、洗浄液の汚染を抑え洗浄性を向上することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
請求項１に記載の発明における極細線の洗浄方法は、所望線径に伸線した極細線を、相対
向するキャプスタン間に複数回懸走し、各独立しそれぞれに超音波振動子を備えた複数の
洗浄槽を前記キャプスタン間を走行する極細線毎に設けると共に、前記複数の洗浄槽に対
応して乾燥機を設け、各キャプスタン間を走行する極細線毎に前記各独立した洗浄槽内の
洗浄液中を浸漬走行して洗浄し前記乾燥機によって乾燥 にしたものである。
このように構成することにより、請求項１に記載の発明によると、伸線工程において極細
線の表面に付着した水溶性潤滑油を全周方向において除去することができ、洗浄液の汚染
を抑え洗浄性を向上することができる。
【０００９】
請求項２に記載の発明における極細線の洗浄装置は、相対向して設けられ所望線径に伸線
した極細線を懸架する２つのキャプスタンと、この２つのキャプスタン間に懸架される極
細線のそれぞれに対応して設けら極細線を洗浄する洗浄液が収納された洗浄槽と、この洗
浄槽内に設けられ走行する極細線を洗浄液中に案内する案内キャプスタンと、洗浄槽内に
設けられ洗浄液中を走行する極細線に対向して設けられる超音波振動子と、洗浄槽の極細
線の送出近傍に設け洗浄槽から走行してくる極細線の表面を乾燥する乾燥機とによって構
成したものである。
このように構成することにより、請求項２に記載の発明によると、伸線工程において極細
線の表面に付着した水溶性潤滑油を全周方向において除去することができ、洗浄液の汚染
を抑え洗浄性を向上することができる。
【００１０】
請求項３に記載の発明における極細線の洗浄装置は、超音波振動子を、相隣接する洗浄槽
において、極細線との対向する位置を違えて設けたものである。
このように構成することにより、請求項３に記載の発明によると、極細線の表面に付着し
た水溶性潤滑油を全周方向において除去することができる。
【００１１】
請求項４に記載の発明における極細線の洗浄装置は、超音波振動子を、相隣接する洗浄槽
において、１８０°の位相差をもって設けたものである。
このように構成することにより、請求項４に記載の発明によると、極細線の表面に付着し
た水溶性潤滑油を全周方向において確実に除去することができる。
【００１２】
請求項５に記載の発明における極細線の洗浄方法は、乾燥機を、極細線が各洗浄槽を出た
直後に設けたものである。
このように構成することにより、請求項５に記載の発明によると、洗浄槽の洗浄液の汚染
を抑えることができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る極細線の洗浄方法の実施の形態について説明する。
図１～図３には、本発明に係る極細線の洗浄方法及び極細線の洗浄装置の一実施の形態が
示されている。
【００１４】
図において、極細線の洗浄装置２０は、筐体２１内に図２に示す如く洗浄液２２の収納さ
れた洗浄槽２３、２４、２５が設けられている。この洗浄槽２３、２４、２５内に収納さ
れる洗浄液２２は、極細線７の洗浄を行うため走行すると洗浄液２２の温度が上昇すると
共に減少するため、随時補給するように構成されている。
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【００１５】
この洗浄槽２３内には、極細線７を洗浄槽２３内に案内する案内キャプスタン２６が設け
られており、洗浄槽２３内の洗浄槽２３内を走行する極細線７に対向した位置に超音波振
動子２７が設けられている。また、洗浄槽２４内には、極細線７を洗浄槽２４内に案内す
る案内キャプスタン２８が設けられており、洗浄槽２４内の洗浄槽２４内を走行する極細
線７に対向した位置に超音波振動子２９が設けられている。さらに、洗浄槽２５内には、
極細線７を洗浄槽２５内に案内する案内キャプスタン３０が設けられており、洗浄槽２５
内の洗浄槽２５内を走行する極細線７に対向した位置に超音波振動子３１が設けられてい
る。
これら筐体２１内に設けられる洗浄槽は、本実施の形態においては、３個となっているが
、この洗浄槽の数は、極細線の洗浄状態によって適宜増加されるもので、本実施の形態の
ように３個と限定するものではない。
なお、図３においては、超音波振動子２７、２９、３１が省略されている。
【００１６】
この洗浄槽２３内に設けられる超音波振動子２７は、洗浄槽２３内を走行する極細線７の
下側から極細線７に向って超音波を発するように設けられている。また、この洗浄槽２３
に隣接する洗浄槽２４内に設けられる超音波振動子２９は、洗浄槽２４内を走行する極細
線７の上側から極細線７に向って超音波を発するように設けられている。すなわち、洗浄
槽２３内に設けられる超音波振動子２７とは、１８０°の位相差をもって設けられている
。さらに、この洗浄槽２４に隣接する洗浄槽２５内に設けられる超音波振動子３１は、洗
浄槽２５内を走行する極細線７の下側から極細線７に向って超音波を発するように設けら
れている。すなわち、洗浄槽２４内に設けられる超音波振動子２９とは、１８０°の位相
差をもって設けられている。
この各洗浄槽内に設けられる超音波振動子の設置位置は、本実施の形態においては、相隣
接する洗浄槽間で１８０°の位相差をもって設けているが、この超音波振動子は、相隣接
する洗浄槽間で所定角度の位相差をもって設けられていればよいのであって、必ずしも相
隣接する洗浄槽間で１８０°の位相差をもって設ける必要はない。
【００１７】
洗浄槽２３の極細線７の送出口近傍には、洗浄槽２３から走行してくる極細線７の表面に
付着する洗浄液２２を除去するための乾燥機３２が設けられている。また、洗浄槽２４の
極細線７の送出口近傍には、洗浄槽２４から走行してくる極細線７の表面に付着する洗浄
液２２を除去するための乾燥機３３が設けられている。さらに、洗浄槽２５の極細線７の
送出近傍には、洗浄槽２５から走行してくる極細線７の表面に付着する洗浄液２２を除去
するための乾燥機３４が設けられている。
なお、図３においては、乾燥機３２、３３、３４が省略されている。
この乾燥機３２、３３、３４は、極細線７の表面にエアを吹き付けて極細線７の表面に付
着する洗浄液を吹き飛ばして乾燥するエアブロー型の乾燥機である。
【００１８】
極細線７は、キャプスタン３５を介して洗浄槽２３内の案内キャプスタン２６に懸架する
ことにより洗浄槽２３内に送り込まれる。このようにして洗浄槽内を走行する極細線７は
、適宜箇所に支持される２つのキャプスタン３６、３７に懸架され、２つのキャプスタン
３６、３７間を走行するように構成されている。このキャプスタン３６とキャプスタン３
７は、対向して設けられている。
【００１９】
このように洗浄槽２５の洗浄液２２内を走行することによって最終洗浄を終了した極細線
７は、キャプスタン３８を介して最終段の乾燥機３９に送られる。この乾燥機３９は、極
細線７の表面にエアを吹き付けて極細線７の表面に付着する洗浄液を完全に吹き飛ばして
乾燥するエアブロー型の乾燥機である。
この最終段の乾燥機３９で乾燥された極細線７は、巻取ボビン４０に巻き取られる。
【００２０】
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このように構成される極細線の洗浄装置２０を用いた極細線７の乾燥は、次のように行わ
れる。
まず、所望線径に伸線された極細線７は、キャプスタン３５を介して洗浄槽２３内の案内
キャプスタン２６に懸架され、案内キャプスタン２６の案内によって洗浄槽２３内に送り
込まれる。この洗浄槽２３内を走行中に超音波振動子２７の作用によって極細線７の表面
に付着した水溶性潤滑油を洗い落とす第１次の洗浄が行われる。この洗浄槽２３内を走行
中に第１次洗浄の行われた極細線７は、乾燥機３２によって極細線７の表面の洗浄液を吹
き飛ばした後、キャプスタン３６に懸架される。
【００２１】
このキャプスタン３６に懸架された極細線７は、キャプスタン３６によってターンし、キ
ャプスタン３６に対向して設けられたキャプスタン３７を介して、洗浄槽２４内の案内キ
ャプスタン２８の案内によって洗浄槽２４内に送り込まれる。この洗浄槽２４内を走行中
に超音波振動子２９の作用によって極細線７の表面に付着した水溶性潤滑油を洗い落とす
第２次の洗浄が行われる。この洗浄槽２４内を走行中に第２次洗浄の行われた極細線７は
、乾燥機３３によって極細線７の表面の洗浄液を吹き飛ばした後、キャプスタン３６に懸
架される。
【００２２】
このキャプスタン３６に懸架された極細線７は、キャプスタン３６によってターンし、キ
ャプスタン３６に対向して設けられたキャプスタン３７を介して、洗浄槽２５内の案内キ
ャプスタン３０の案内によって洗浄槽２５内に送り込まれる。この洗浄槽２５内を走行中
に超音波振動子３１の作用によって極細線７の表面に付着した水溶性潤滑油を洗い落とす
最終洗浄が行われる。この洗浄槽２５内を走行中に最終洗浄の行われた極細線７は、乾燥
機３４によって極細線７の表面の洗浄液を吹き飛ばした後、キャプスタン３８を介して最
終段の乾燥機３９に送られる。この乾燥機３９において、極細線７の表面にエアを吹き付
けて極細線７の表面に付着する洗浄液を完全に吹き飛ばして乾燥し、巻取ボビン４０で巻
き取る。
【００２３】
このように本実施の形態によると、所望線径に伸線した極細線７を、洗浄槽２３で第１次
洗浄を行い、洗浄槽２４で第２次洗浄を行い、洗浄槽２５で最終洗浄をと独立した洗浄槽
によって各段階毎に超音波洗浄を行い、その都度乾燥を行っているため、洗浄液の汚染が
洗浄槽の洗浄毎の段階を追って最終洗浄槽に近づくにつれて少なくなり、細線に付着して
いる潤滑油の除去を確実に行うことができる。
また、本実施の形態によると、洗浄槽２３、２４、２５内に設けられる超音波振動子２７
、２９、３１の位置を下側、上側、下側というように順次位相差をもって設けてあるため
、超音波振動子による極細線の超音波洗浄の漏れが生じるのを防止でき、極細線の全周に
わたって洗浄することができる。
【００２４】
【発明の効果】
請求項１に係る発明によれば、伸線工程において極細線の表面に付着した水溶性潤滑油を
全周方向において除去することができ、洗浄液の汚染を抑え洗浄性を向上することができ
る。
【００２５】
請求項２に係る発明によれば、伸線工程において極細線の表面に付着した水溶性潤滑油を
全周方向において除去することができ、洗浄液の汚染を抑え洗浄性を向上することができ
る。
【００２６】
請求項３に係る発明によれば、極細線の表面に付着した水溶性潤滑油を全周方向において
除去することができる。
【００２７】
請求項４に係る発明によれば、極細線の表面に付着した水溶性潤滑油を全周方向において
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確実に除去することができる。
【００２８】
請求項５に係る発明によれば、洗浄槽の洗浄液の汚染を抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る極細線の洗浄装置の一実施の形態を示す全体構成斜視図である。
【図２】図１に図示の極細線の洗浄装置の全体構成を示す正面図である。
【図３】図１に示す極細線の洗浄装置の全体構成を示す平面図である。
【図４】従来の極細線の洗浄方法を示す極細線線引き装置の全体斜視図である。
【符号の説明】
７…………………………………極細線
２０………………………………洗浄装置
２１………………………………筐体
２２………………………………洗浄液
２３、２４、２５………………洗浄槽
２６、２８、３０………………案内キャプスタン
２７、２９、３１………………超音波振動子
３２、３３、３４、３９………乾燥機
３５、３６、３７、３８………キャプスタン
４０………………………………巻取ボビン
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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